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安全のためにお \ ずお守りください 

参お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

参ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとをに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説明 
しています。 


お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


♦説明文中の r お願い」 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 



A を険 (danger) 

么警告 (WARNING) 
A 注意 (CAUTION) 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び 
死じ、重傷を負ラ危険、または乂災の危険び差し迫 
って生 じることび想定される内容を示しています。 
この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び 
死 t ：、 重傷を負ラ可能性、または义災の可能性び想 
定される内容を示しています。 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び 
傷害を負ラ可能性や物的損害の発生び想定される 
内容を示していまず。 


★巧類の乾燥厳禁 I 

あ類などの乾燥には使用しないでください。 

衣類び落下して乂びつさ、火災の原因になります。 


[★給排気筒 トップ閉 そ < 危険 

給排気筒トップの周りび雪でふさがれたままで使用しないでください。 
ふさがれているとさは、除雪して<ださい。 

開そくしていると運転中に排ガスび室内に漏れて、危険です。 


徽。0 


女給排気筒（管，ホ ース）がれ危険 

給排気筒(管、ホース)び外れたまま使用しないでください。 
外れていると運転中に排ガスび室内に漏れて、危険です。 


告 (WARNING) 


J 、 ノリニ 



ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
か量の混入でち、火災の原因になります。 


A を険 （ danger) 


この絵表示は、「を意」していただく内容です。 


この絵表示は、「禁止」されている内容です。 


0 ® ® ® 


お使いになる前に 
























告 （ WARNING) 


温風吹出口をふさがない 

衣類、紙などで温風吹出□や空気取入□をふさ 
びないで < ださい。 

衣類、紙などでふさぐと、異常燃焼や火災の原 
因になります 。/ 


★スプレー吿厳 禁！ 

スプレーあやカセツトこんろ用ボンベなどをス 
トーブの上や前(周囲に）や温風のあたるところ 
に放置しないで < ださい。 

熱で吿の圧力び上びり、爆発して危険です。 


M 
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★定期点検の実施 

定期的 （ 2年に1回程度)に点検-整備を受けて 
<ださい。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故障や 
事故の原因になり危陵です。 

点検-整備はお買い求めの販売店や資格者のい 
る店に依頼してください。 


★ご自身での据付け•移設工事 の厳禁 I 

お客さまご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や専門業者にご依頼くださ 
い。 

(ス I -ーブを移設させる場合を同じです。） 



〇 




0 



意に AUTION) 


カーテン、可燃物近接禁止 I 

カーテンや燃えやすいをののそばなどでは使用 
しないでください。毛布やふとんなどを近くに 
置かないで < ださい。 

乂災び発生するおそれびあります。 

可燃物との離隔距離については工事説明書の標 
準据付け例を参照してください。 


女異常時使用禁止! 


万一異常を感じたとさは、使用しないでください。 
異常燃焼のおそれびあります。 


0 



0 


み給油時消乂 

給油は、必ず消 
乂してからおこ 
なってください。 
火災のおそれび d 
あります。 N 



1 © 

Ipu 消乂 


女温風 1 し直接あたりない 

温風に直接長時間あたらないでください。低温 
やけどや、脱水症状になるおそれびあります。 
温風を直接吸い込まないでください。気分び悪 
くなることびあります 。 r \ 


k. 




0 


2 










意 （ CAUTION) 


★油漏れ確認 j 

給油ロロ金は確実に締めてください。 

給油ロロ金を下にして、油漏れびないことを確 
かめてください。 

給油□□金を獅に締めた^!^ MB 
りすると、簡単に給油□口!"^ 

金び外れ、乂災のおそれび 確認、 

あります。 


女高温部接触禁 止 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、 
ルーノ く一などに手などふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 



0 


、 接触禁止 


★指や異物を入れない 

温風吹出口や空気取入口などに、指や異物を入 
れたりしないで < ださい。 

けびや乂災のおそれびあります。 



I ★分解修理 の禁止 

故障、破損したら、使用しないで< 
ださい。 

不完全な修理は、危険です。 


0 


您) 

分解禁止 


み電源プラグは 確実 に差し込む I 

電源プラグはコンセントに根元ま 
で確実に差し込んでください。 ■■ 

阿こ、傷んだプラグやゅるんだ〕^ 

I ンセントは使用しないでください cj 指亦^ 
火災の原因になります。 ^ _ 

めれた手での抜さ差しはしないで'度 
<ださし、。 \\( 0 l \ 力と 


★居室内給油禁 止 

給油は、必ず火気のないところで 
おこなって < ださい。 

火災のおそれびあります。 


0 


★腰をかけたり物をのせない 

ストーブの上にのったり、腰をかけたりしなし、 
で< ださい。ス I -ーブの故障や、やけどのおそ 
れびあります。ストーブの上に花びんや、水を 
入れたちのなどを置かないでください。水びか 
かると漏電や故障のおそれびあります。 



0 


I ★給排気筒付近の可燃 物近接禁止1 

給排気筒トツプの近くに、灯油や可燃物など引 
火のおそれのあるをのを置かないで < ださい。 
乂災のおそれびあります。 





可な巧 

m 

ジ 


★改造使用の禁止 


0 

禁止 


0 


改造して使用しないでください。 

また、ストーブや給排気筒には床暖禁止 
房用の熱交換器などを取り付けないでください< 
火災や、排ガスび室内に漏れる原因となり、危 
険です。 


★電源コードを傷 めない I 

電源コードに無理な力を加えたり傷^ y 
付たり束ねたり、物をのせたり加工禁止 
しないで < ださし、。 

また、電源プラグを抜くとさは、コードを持って 
弓 I さ抜かないでくだごい。 

電源コードび破損し、乂災や感電の原因になり 


お使いになる前に 


















意 （ CAUTION) 


★長期間使用しなりときは電源プラグ娜く 


長期間使用しないとさは電源プラグ 
をコンセントから巧いてください。 
火災や予想しない事故の原因となり 
ます。 


C 

電源ブラグを巧く 


★高地(標高 1 5 00 m 似上)では使用 禁止 I 

酸素濃度び薄いので不完全燃焼します。 

1日日日〜1日日日 m の場所では再調整び必要ですので 
販売店までお問い合わせ<ださい。 



0 


I 韦可燃性ガス使用禁止 

ス I -ーブを使用している部屋で、可 
燃性ガスび発生するもの(ガソ U ン、 
ベンジン、シンナ ー ）、スプレーを使 
用しないでください。 

火災や故障の原因になります。 


0 

使用禁止 


電源プラグのお手入れをずる 


とさどさは電源プラグを抜さ、ほこ 
り（及び金属物)を除去してください。 
(ほこりや異物びたまると湿気など 
で絶縁不良になり）火災の原因にな 
ります。 


〇 


★お子様やお年寄りのご使用に注意 


お子様やお年寄り、体のご不自由な 
方びお使いになる場合は、やけどな 
どについて、周囲の人び充分に注意 
して < ださい。 


使用禁止 ★巧面に注意 


ほこりや、タバコの煙などにより、 
温風吹出口周辺の床面び巧れたり変 
色することびあります。 

また、熱に弱いジユータンや床の上 
で長時間使用すると、変色したり、 
そり返ることびありますので、熱に 
強いマツトなどをひいてください。 



願い （ NCmCE) 


★口油の廃棄 


A 


♦灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


使用する場所 


★効果的に使用ずるために 

参温風の循環を妨げるをのびない場所に設置してください。 
参が気に接する窓の下や壁面に設置すると効果的です。 


シ 



4 
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タンクふた 
油タンク 

操作部•表示部 


フ□ントパネル 


ゾトー タ ー 


排気口 


給気口 


油タンク 


送油管 


電磁ポンプ 


油受けざら 



点火 ヒーター 


燃焼リング 


00 
〇 0 0 


お使いになる1刖に 




































操作•表示部のなまえと使いかた、「点な」-「点滅」の意味 


デジタル 


が冗温ち_至 I ぺ温ち 

巨51担 C ) 


:〇 


( feM ) 設定温度_室内温度 ■温度表示 ( Ufi ) 設定温度_室内温度 

〔温'.庭ソ [f ーィ I 、曰又ム皿又 v/m feJ fl 尸;^ 产4 

(時計) I — 。广 / , 10 ° C 〜32 ° C まで設定温度を選 (時計) • :い j 

室内温度…… 

一9む〜35でまで表示します。 ( SS ) >設定温度_室内温度 

ぃ皿度ソ (f •つ •つ•つ 

■低温表示.高温表示 ( MS ) 卜 : ] I 11 I 

「しつ」…… 室内温度び I I しし, h ! l し,'一 

-1 日。 C じ(下。 I 、’ bo ン 

「卜/ ,」 ……室内温度び 
36でしん h 。 


I 設定温ち》至の温ち 

C S ' l が可 


1ユロン 


運乾ランプ 


•点滅 . 予熱中 

•点灯 . 運転中 


11、14、16ページ参照 


' 運転スイッチ ' 

参一度押すと 「入— 


♦をラー度押すと「切 M 

L 」 になります。 

、 11、14、16ぺ- 

-ジ参照 ソ 


温度•時計ランプ_ 

ストーブを操作したとさの状態を表示し、 
デジタル表示部の表示内容を示します。 


_チャイルド□ックランプ 

点な 

♦チャイルド□ック作動中 

消な 

•チャイルド□ック解除 


チャイルド□ックボタン_ 

設定-解除をする場合はチャイルド□ック 
ボタンを3秒!^ソ上押します。 

15ページ参照 


運転 



給油）設定温度 室内温度 

厚' 5 啦巧 




ックノ 


3秒押し 


タイマーランプ 

点な 

♦タイマー運転待機中 

















表示部 


■現在時刻表示 

現在の時刻を表示します。 


( MW 設定温度 

(as)i 

(時計） 



口タィ7- 


■コ□ン 

時刻表示……1秒間毎に 

「点滅」 します。 
運転中……予備燃焼時に 
1秒間に2回 
「点滅」 しまず。 


設定温度 

(WW)f 

(WiD 


( feJi ) 設定温度 

(MS) 

(WW) 



給油ランプ 


点灯 

油タンクび空になって消乂する1日分前に 
点灯と同時にブヴーび鳴り、残り燃焼時 
間(分)を表示します。 

点滅(運乾停止） 

油びな < なり自動消乂しました。 

(ブヴー音びします） 

v _/ 



' セーブランプ 1 

1 

点な 

♦セーブ運転中 

消な 

♦セーブ運転解除 

k J 




タイマーボタン 


タイマー運転を開始します。 





\ 

室内温度 

• nn 

U U 

■タイマー運範特刻表示 

タイマー運転設定時に表示しまず。 

) 

室内温度 

■自動のに消乂したときの表示 

•一 1 

自己診断機能により、異常時には 


ご〜みごを表示します。 

ji 

- ん 

(24 ページ参照） 

室内温度 

■給油に関する残り燃焼時間 

in 

iU J 

残り燃焼時間を表示します。 

※油切れ時 r —」を表示します。 



ノ 


室湿/時刻合わせボタン 


室温の設定、時刻の設定に使います。 

♦室温設定の場合 

室温設定をお好みの温度に設定することび 
でさます。 

あるいはのボタンを押して合わせ 
て < ださい。 

♦時刻設定の場合 

あるいはのポタンを押して合わせ 
て < ださい。 


1日、12、14ページ参照 



セープボタン 、 


セーブ運転の開始および解除をします。 


お使いになる前に 


13ページ参照 











燃料について 

©燃料は、な油りに1号巧油）を必ず使用してください。 

A 危険 




•ガソリン、シンナーおよびこれらび退入した灯 
油、変質灯油、汚れた灯油、水やごみの混じつ 
ている灯油などは、絶巧に使用しないでくださ 
い。 

♦な油は、必ず乂気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で口油専用容器を使って保 
管してくださし、。 


r な油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(乂の気のないところでおこなつてください） 

〇な油 

X ガソリン 

4題1 

、濡れたままです。 

すぐ乾いてしまいます。 


給油のしかた 


A ミ主意 


給油は、必ず消火して、本体温度び充分下びってから、火の気のな 
いところでおこなってください。 

火災のおそれびあります。 


〇 

消乂 


給油の際の手順と注意 



油タンクふたを開けて、油タンクを取り出す。 


給油□□金をち 「 QJ へ回して取りはずず。 

♦給油ロロ金を取りはずす前に、先端の弁部を押 
すと、給油□□金び開けやすくなります。 



給油ずる。 

市販の給油ポンプの先端を、止まるまで輕く差し 
込んで、油量計を見なびら給油してください。 
(ホースび抜けないよラに注意しなびら給油して 
<ださい。） 

参灯油は油量計の上部(ち図^給油位置)まで給油 
して < ださい。入れ過ぎると、あふれ出ることび 
ありますので充分注意して給油してください。 












4 


給油□□金を締める。 

給油□□金をち「〇」に回して、確実に 

締めてください。 

♦こぼれたな油はよく拭さ取ってくださ 
い。 

★給油ロロ金は、斜めに締めたり、締め 
つけび不完全でずと、油漏れによる乂 
災の原因になります。また、違った給 
油口□金を取り付けますと油びでな< 

なります。 

油漏れのないことを確認する。 

口金開閉具をとりはずし、給油□□金を下にして油漏れの 

ないことを確認してください。 ■ 

★油が漏れる状態で使用しないでください。义災のおそれ 
がありまず。 

油タンクをセットしまず。 

油タンクをス I -ーブに正しく静かにセツトします。 



〔本機の給油ロロ金〕 



給油□口金/] 

(確実に締める） 



5 






燃料切れのを; 


★油タンクの灯油びかなくなると 、 r 給油ランプ」 び r 点な」 し、ブヴーび鳴り、デジタル表示部に残り燃焼 
可能時間(分)!_1:1 <<♦ブ I 表示します。 

♦運転スイッチを押して消乂してから、給油してください。 

★給油しませんと、2分ごとにブヴー音び鳴ります。約1日分樹こ r 給油ランプ」 び r 点滅」 し、デジタル表示 

I となり自動消火します。 


部の残り燃焼時間表示び〔 


♦再運転する場合は、本体温度び充分下びってから油タンクに給油し、 「運転スイッチ」 を一度 r 切」 にして 
から r 入」 にしてください。 


点义前の準備と確認 


油漏れの確認 

♦ストーブの置台又は油タンクに油漏れびないかどラか確認してください。 

万一、油漏れしている場合は必ずお買い求めの販売店に修理依頼、または最寄りの当社にご相談ください。 


給気ホース-排気筒接続の確認 

参給気ホース-排気筒び正しく接続されているか確認してください。 
外れていると運転中に排ガスび漏れ大変危険です。 


お使いになる一刖に 


ストーブ周辺の確認 





②デジタル表示を見なが S のボタンを 

押して，'弓に合わせる。 

⑤デジタル表示を見なが5 @のボタンを 
押してぶに合わせる。 


④ r 時計」表示が、「点滅」か！5「点'な」に変わ 
り、設定が完了しまず。 

-お願い 


CMJ が設定温度 室内温度 

、雇度 J 

(wm 


★ストーブの時刻表示び狂ったり、タイマー点乂時刻び狂ったりする場合は、コンセントを一度抜い 
て、をう一度差し込み直して、時刻を設定してみてください。それでを直らないとさはお買い求め 
の販売店までお問い合わせください。 

★ストーブに初めて通雲したとさや、停電後や、電源プラグ 
をおいて再通電した場合、デジタル表示はち図のよラに表 
示され、 「時計」 表示び r 点灯」 しますので、現在の時刻を設 
定してください。 


設定温度 室内温度 
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★電源プラグをコンセント（家庭用 
A 口加 V )に確実に差し込む。 

♦デジタル表示部はち図のよラに時 
計〔- -1.1--1 び「点な」しますので、 

現在の時刻をセツトして<ださい。 

dP 現在時刻が午後7時10分の場合 
©(^扇またはのボタンを1度押ず。 

ブヴー音びして「時計」表示び「点滅」します。 



CMJ £) 設定温度 室内温度 





♦ ^^•(さ'^る)のボタンは、 ] 度押すごとに1時間ま 
たは]分間ずつ進みます。押し続けますと連続的 
に進みます。 

参時刻合わせをする場合は、 r 時計」 表示び 「点滅」 し 
ている間(約1日秒)にのどちらかのボタ 
ンを押してください。 

時刻合わせびでをなかった場合は、ちラー度@ 
または@のボタンを押してやり直してください。 


I ★ 省電力機能 I 

♦時計表示中に、日分間経過しますと、省電力機能が働いて、デジタル表示部が r 消な」して、電力の消費 
をおさえます。 

時計表示を確認したい場含は、操作部の運転スイツチし:^がのどれかのボタンを巧すと表示します。 

運転スイッチを巧すと点火動作に入ります。（運転中及びタイマー待機中この機能は働さません。） 


現在時刻のセット 


④房計」表示 


デジタル表示部 








②運乾ランプ 


① r 運転スイッチ」を押して r 入」にする。 

♦ブヴー音びして r 運転ランプ」び「点滅」します。 

♦「温度」表示び r 点な」し、デジタル表示部に設定温 
度と室内温度を表示します。 

( D 約2分後に自動的に点乂し、「運転ラン 
プ」び r 点巧」に変わります。 


-お願い- 

★ご購入されてネ刃めて使用されるとをに、製品の窒料や加工油などの焼けるような臭いがする場合び 
あります。 

このよラな場合は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離れた所）を少し開け、半曰か5 
1曰程度、「強」運乾をしてください。 

★初めて運転するときは、送油経路に充分燃料び供給されていないため、一回で点火しない場合びあ 
りますから、しばらく待ってからちラー度点乂操作をおこなってください。 

★1 〜2回点乂操作をして、点火しなかった場合、何回を点乂しないでください。バーナー巧に灯油 
びたまります。販売店にご連絡ください。 

★点火後約5分間は、温度調節に関係なく r 弱燃焼」 します。 

★点乂を約2分間は、対流用ファンは回りません。 

★室温び日でしソ下の場合は、点乂までの時間は約4分になります。 





設定温度 室内温度 
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使用方法 


点乂（通常運転) 


油タンクに灯油びあるのに r 給油ランプ」 び r 点な」 または r 点滅」 している場合は、油受けを取り出し、 
ごみや水を捨て、灯油で洗浄してください。に日ぺージ参照） 

また、給油口□金び間違つていないか、確認してください。 （9 ぺージ参照） 


使いかた 



①運転スイッチ 


デジタル表示部 


r 温度」表示 


お使いになる前に 



义力調節（室温の調節•••運輯中にしかでさません) 


( D @) または@)ボタンを1度押ず。 

♦ブヴー音びして r 温度」表示び、「点滅」します。 

② 温度を上げるとき。 

♦デジタル表示を見なびら^のボタンを押す。 

③ 温度を下げるとき。 

•デジタル表示を見ながら@のボタンを押す。 



•温度設定をする場合は r 温度」 表示び 「点滅」 している間に (ぁ令 5) •(さて a) ボタンのどちらかを押してくだ 
さい。設定でさなかった場合はをう一度押して、やり直してください。 

•設定温度は1日む〜32む、室温表示は一9む〜35むまで表示します。 

♦室温表示は室温び一1日でしソ下の場合 r , Lo 」、 36でしソ上の場合は r 卜 / ,」 と表示します。 

♦設定された室温にコント□ールするために自動的に r 強」•「中」-「弱」 運転をくり返します。 

♦一度温度設定しますと、その温度を記憶していますので変更をしない限り、 「消乂」 後再運転する場 
合を同一設定温度になります。 


-お願い- 

★室湿調節はルームサーミスタでおこないます。ルームヴーミスタの設置場所や周囲の状況などで、 
必ずしち前面パネルの「デジタル表示部」の室内温度表示と室温とは一致しません。 

このような場合は、ルームサーミスタを、工事説明書の 0 レームサー ミスタの配線（移動） ） を参照して、 
適切な位置に付け替えてください。 


温度設定しない場合や停電や電源コードを抜いた後再運転する 

(給油） 

設定温度 


室内温度 

場合は、 「みご」 巧日む）び設定温度となります。 

〔温な） 

(: 時計） 

つ Hf 
iL U 

〇 

〇 

…]， 

心 J 


「温度」表示 


デジタル表示部 







セーブ運乾をおこなう 


①「セーブボタン」を押ず。 

•「セーブランプ」び r 点な」して、セーブ運転を開始 
します。 


セーブ運乾を解除ずる 


②「セーブボタン」を押ず。 

♦ r セーブランプ」び r 消好」して、連続運転になりま 
す。 


( M ) 

(時計) 
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時 
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分 


變もを淚 



セーブ 運転 


★セーブ運乾は、お部屋の温度をでさるだけ一定に保つための運範方法です。 


セーブ運転時は、運転中に室温び設定温度より約2む上昇すると自動的に r 消乂」 します。また設定温 
度まで下びると、自動的に r 点乂」 します。 


使いかた 

セーブランプ 








タイマー運おのしか 


タイマー•ランプ 




参(^^’(^^のボタンは、 ] 度押すごとに1時間または1日分間ずつ進みます。巧し続けますと連続的 
に進みます。 

♦時刻合わせをずる場合は、 「タイマー」 表示び 「点滅」 している間(約 10 秒）に (ぁ兮 5) •(さ' Ta ) のどちらかの 
ボタンを巧してください。 

•設定でさなかった場合は、をう一度 r タイマーボタン」 を押してやり直してください。 




④デジタル表示部のタイマー時刻び、「点滅」している間に r 運転スイッチ」を押して 
r 入」にする。 

♦このとき「タイマーランスび r 点讯し、セットび完了します。 

参約1日砂ほど経過すると、デジタル表示は現在の時刻を表示します。 




タイマー運転をするとさは、 10 ページ r 現在時刻 のセット I に従って、時刻合わせをしてからでない 
と、運範でさません。 


このストーブのタイマー運転は、その時の室温により自 

\ 

室温によるタイマー点火時刻の自動変更 

動的にタイマー運転による点乂時刻を変え、希望の時刻 

1巳でしソ上-設定時刻 

にはお部屋を暖かくしておさます。 

0ご〜1日で一設定時刻の1日分前 

(室温15む1；|下の場合） 

V 

日で下設定時刻の2日分前 

ソ 


午前目時30分に設定したい場合 

① 「タイマーボタン」を巧ず。 

♦このとさデジタル表示部の表示び r バー」表示に変 
ねり、「タイマーランプ」び「点滅」しまず。 

② デジタル表示を見なが5 (^扇のボタンを 

巧して S に合わせる。 し _ V 


( MM ) 設定温度 室内温度 

C/fln 

(ME) 

々イ— 












-お願い- 

★タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定すれば変更しない限り、 「タイマーボタン」 を押して 
「タイマー」 表示の r 点滅」 中(約 10 秒)に、 「運転スイッチ」 を r 入」 にするだけで同一時刻で設定び完了 
しまず。 

★タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 

女通常運転中に r タイマーボタン」 を巧すと、 「消义」 して r タイマー運乾」 の状態になり、タイマー運転 
時刻に自動的に点乂します。 

★タイマー運転時刻の確認は、消乂時に r タイマーボタン」 を巧すと、 10 砂間表示します。 

★タイマー運転操作後に停電びあったとをや、ストーブを揺らして巧震自動消乂装置び作動したとさ、 
電源プラグを抜いたとさは点火しません。 

再度 10 ページ H 貢を時刻のセット I を読んで、時刻合わせからおこなってください。 


タイマー運転の解除のしかた 


タイマー運転操作をした後、タイマー点乂時刻前に通常運転をおこないたい場合 
1「運転 スイッチ」を巧して r 切」にする。 一 [タイマ—運転の解除] 

2「運転スィッチ」を再度押して「入」にする。^ [通常運転開始] 


チャイルド □ ックの使いかた 


チャイルド□ックは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って「運転スイッチ」を押してち点乂しない 
よラにしたいとさに使用します。 

し _____ ^ 


^イルドロックの機能 


1運転中にチャイルド□ックを使用したとさ 
I •「運転スイッチ」 で r 消义」 のみびでさます。 

参設定温度の変更など他の操作はでさません。 

〇消乂中にチャイルド□ックを使用したとさ 
仁 ♦すべての操作びでをません。 


「チャイルド□ツクボタン」を3秒し U 上押ずことで、「セツり刻ま「解除」びできます。 
(14ぺージの操作部の絵を参照） 

「セツト」…「チャイルド□ツクランプ」び「点灯」。 

「解除」…「チャイルド□ツクランスび「消灯」。 


使いかた 










消义 


の 「運転スイッチ」を押して r 切」にする。 

♦ r 運転ランスびしばらく「点滅」してから、「消灯」 
します。 

♦デジタル表示部は、現在の時刻を表示します。 



消火後約3分間は巧流用ファンは回転し続けます。その後自動的に停止します。 

巧流用ファンが止まるまで、電源プラグを抜かないでください。 

-お願い- 

★ストーブの消火は電源プラグをコンセントから抜さとったり、ス I -ーブをゆすって消してはいけま 
せん。 

★外出するとをは、必ず消火してください。 

★長期間留守にするとさは、必ず電源を切ってください。 


消乂後再点义するとをの注意 


★消乂後すぐに再点乂すると、過熱防止装置び作動したり、異常音び出ることびありますので、しばらく 
冷えるまで待ってから再点乂してください。 


デジタル表示部 




















使用上のを意 


★ご使用中に、においがしたり目がしみる場合は、給排気筒 
やパッキン部か5も排ガスがもれていることが考えられを 
険です。 

使用するのをやめてお買い求めの販売店にご相談ください。 

★ストーブや給排気筒には、床暖房用の熱交換器などを取付 
けないでくださし、。 

ス I -- ブや給排気筒に熱交換器などを取付けると排ガスの 
水分び結露しやす<なり、結露水び凍結して給排気筒を塞 
ざ、不完全燃焼や排ガスび室内に漏れる原因となり危険で 
す。また、ストーブの寿命を短くする原因にちなります。 

★屋外の給排気筒トップび雪に埋われたり、結氷していない 
か、曰常点検してください。 



0 


& 


★長期間使用しない場合や、使用期間び終わりましたら、必 
ず電源プラグを抜いてください。 

ほこりや巧れびついて発乂することびあります。 

★このス I -ーブは、雷に対するま全機構をそなえていますび、 
雷の条件によってはストーブび故障することびあります。 
雷び発生したら電源プラグをコンセントからあいてくださ 
ると安全です。またストーブをいためることをありません。 

★油性分び多量に飛散する場所では使用しないでください。 

★ス I -ーブのおくでラジオなど使用すると、ラジオに雑音び 
混入するおそれびあります。 

★使用中、停電や電源プラグび抜けた後に再通電しまずと、 
デジタル表示部に「，弓- GJ び表示されます。このような場 
合の再点火は、しばらく待ってストーブの本体温度び充分 
下びってからおこなって<ださい。 

★正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色び混じります。 
又炎はある程度片寄ったり、ゆれることびありますび異常 
ではありません。 



C 

電源プラグを巧く 


コンセント 


電源プラグ 



使いかた 






参安全装置び作動ずるのは何らかの異常があるとさでずか5、下記の処置をしても正常にな5ないと 
さは、お買い求めの販売店にごす目談ください。 

•安全装置び作動した場合は、 r 運転スイッチ」を巧し r 切」にしてから、下記の処置をおこない、再度 
「運転スイッチ」を押して「入」にしてください。（再点乂操作） 


まを装置 

はた 5 さ 

処 置 

対震自動消乂装置 

E - 5 

♦運転中にストーブ本体び地震(震度約日1；1上） 

や強い振動、衝撃を受けた場合、火災などの 
ち険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

★地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒の外れな 
ど異常びないことを確認し 
てから再点乂してください。 

点乂安全装置 
いを 

♦点火ヒーターなどの赤熱不足による点乂不良。 

•点乂ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点火しないとさに、運転を停 
止します。 

★点乂ヒーターの故障び原因 
で運転を停止したときはバ 
ーナー底に灯油びたまりま 
ず。たまった灯油をふさ取 
ってから、ご使用ください。 
(販売店にご相談ください） 

停電安全装置 

E - 0 

•運転中に停電や電源プラグを抜くなどして電 
源び切れたとさは、自動的に運乾を停止しま 
す。 

•再び通電されてを運転しません。 

参タイマー運お中に停電びあった場合、タイマ 
一運乾は解除されます。 

★再点火操作をします。 

★現在時刻の設定とタイマー 
点乂時刻の設定をやりなお 
します。 

燃焼制御装置 
と • と' 

♦燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 

★再点乂操作をします。 

過熱防止装置 
ら_ U ? 

♦巧流用ファンモーターの故障や異常燃焼など 
の原因でストーブび異常過熱したとさ、また 
はファンフイルターにほこりびつまった場合 
に、火災などの危険を防ぐために燃焼を停止 
します。 

★フアンフイルターのほこり 
を取り除いてから、再点乂 
操作をします。 

★処置をしてち、繰返し作動 
するときは、いったん運転 
スイッチを「切」にして、販 
売店に連絡してください。 

E - 表示は安全装置び作動したとさのエラー表示です。 

詳しくは、24ぺージを参照してください。 

お願い 

すべての処置は必ずス1-ーブ 
を消火し、本体温度び充分下 
びってからおこなって < ださい。 






★周囲の状態 


女油漏れ、油のたまり、油のにじみ 


•ス I -ーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
すいをのを置かないよラにしてください。 

•ストーブはいつち清潔に掃除してください。 
巧れたままのご使用は危険のをとですし、スト 
ーブのいたみを早めます。 

♦給排気筒及びトップの周囲には、危険物や障害 
物びないよラにしてください。 


I ★ほこり 


参ス I -ーブについたほこりやミちれは、掃除機で吸 
い取ったり固くしぼった濡れ雑巾などでふを取 
ってください。 

i 女臭気 • ずす 

参燃焼中に排ガスのにおいびしたり、給排気筒卜 
ップからすすび出ていないか確認してください。 
異常びあれば販売店に連絡してください。 


♦ストーブに油漏れかまたは油のたまり、油にじ 
みびあるかどラかを調べる。給油のとさこぼれ 
た灯油はよくふさとってください。 

万一油漏れによって油のたまり、油にじみび生 
じているとさは、消乂操作をし、原因をたしか 
め防漏処置をし、油漏れびなくなったことを確 
認した後、漏れた灯油を取りのぞいてから点乂 
操作をして < ださい。 




•油タンクの給油 □ □金の弁を部 
部などに、ごみびはさまつ 
ている場合びありまずので 
取り除いてください。 


置台に 
油にじみは 
ありませんか。 


呂 r のぞさ窓 I 


女フアンフイルター(必ず電源プラグを巧し VC おこなってくださし、) 


>のぞさ窓びすすでミちれて < るよ 
うな場合や、破れびある場合は， 
販売店に相談の上、修理交換し 
て < ださい。 


>ス I -ーブ背面の フアンフイ ルターのねじをはずし、引さ抜いて 
から、ほこりを電気掃除機などで取り除いてください。 


フアンフイ J レター 





★点検•手入れをおこなうときは、ストーブを消义し、ストーブが充分冷えてか5手袋をはめて、必 
ず 電源 プラグを巧いておこなってください。 

★電装 部品や 燃焼 部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


点検-手入れのとをの注意 


日常の点検-手入れ 


使いかた お手入れ•アフタ—ヴ—ビ 









★ル—パ’—のほこり （必ず手袋をはめて、電源プラグを巧いておこなってくださし、) 


•ルーバーび巧れたり、ほこりび付着した場合は、電気掃除機 
や、固くしぼっためれ雑巾などでふさ取ってください。 




★電源プラグ-コンセント 


参電源プラグ、コンセントにほこりや汚れびたまると火災の原 
因になることびあります。3箇月に1〜2回電源プラグをコ 
ンセントから抜いて、付着したほこりや巧れを取り除いてく 
ださい。 



★油受けの掃除 i 


参油受けは巧油は通しますび水は通しにくいフ ィ ルターででさていま 
す。油受けに水やごみびたまると、油タンクに灯油びあるのに、「給 
油ランスび r 点滅」して消火することびあります。 

♦ r 油タンク」を取り出してから、「油受け」を傾けないように取り出し、 
たまつた水やごみを取り除いてください。 

-お願い- 


★油受けは、水で洗わないでください。必ずな油で洗ってくださ 
し^。 




みパッキン 

•燃焼中、室内ににおいびこわるような場合は、 
とくにを意して点検してください。 

• 燃焼筒とノ（ーナーの接続部、 

• 点乂ヒーターの取り付け部 


女点乂 ヒーター 


争点乂ヒーター及びパッキンび古くなり、切れた 
り、すさまなどびあると、点乂不良及びガス漏 
れの原因になります。 

(販売店にご相談ください） 





★油受けざらの掃除 


♦油タンクと油受けを取り出し、市販の給油ポンプ等で油タンクや油受けざら内の水やごみを取り除いてくだ 
さい。 





吊燃焼リング、バーナー、'爲焼筒、熱交換器 

♦燃焼リング、バーナ ー 、燃焼筒、熱交換器は高温になりますので焼損することびあります。とさどさ点 
検し、変形や焼損していたら早めに修理してください。（販売店にご相談ください） 


★給排気筒、排気替 


ご使用中、においがしたり目がしみる場 S ま、給排気筒、排気筒やパッキン部から排ガスがもれてい 
ることび考え5れ危険です。点検後お買いホめの販売店にご相談ください。 


•給排気筒や排気筒の接続部の外れ、ゆるみ、つまり、腐食、固定の状態、給排気筒トップの周囲に可燃 
物がないかなどを、ときどき点検して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製のリング（日 IJ ング)は耐熱性のものですび、2〜3年で炭化す 
ることびあります。ゴムの硬化及び割れなどびある場合には、においや排ガスびちれるおそれびあり 


ますので新しい部品に交換してください。 

■給気ホースびふさびつていないか点検してください。 



ou ング 

種類 

運動用0リング 

呼び径 

P 39 4種 C 

材質 

シ U コンゴム 


地震などの災害が発生したときの点検について 


♦地震などにより製品に振動、衝撃が加わったときは、運転をする前に必ず次の点検を実施して<ださし、。 

Mgl] 

•機器の損傷の点検 •給排気筒回りのがれ、漏れの点検 参送油経路からの油漏れの点検 

★点検で異常びみつかったとさや、点検したのちに使用しているとさ、排ガスのにおいびしたり目びしみ 

,，一 A .. ，ム I .1 I — ^ 口广一 1—•j- f-u 口 1 IV/rT r ■た 4 •口 = 、人' I 1 / —/i 々エ W / 女ホ古 "fc I -V I 、 










長期間ご使用になりますと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に 
ま全にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了をなどに、お買い上げ店、又は 
修理資格者〔(財)日本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習会修了 
者(石油機器巧術管理±)など)のいる店、当社などにお問い合わせください。 

V_ _ 


f 定期点検の内容 1 

項 目 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

•油受けの掃除 ♦油受けざらの掃除 

参送油経路の油ちれ 

機能部品の点検 • 

確 認 

♦電気配線-安全装置のはたらさ参操作部品-動く部品のはたらさ 

消耗しやすい部品 
の点検-交換 

•点乂ヒーター、燃焼 U ング、ク□スマット、□金、油受け 

掃除-点検-整備 

V 

参本体内部、ファンフィルター、巧流用送風機、ブ□アケース（ブ□アモーター） 

•各接続部のパッキン、0リング参給排気経路の接続、つまり 


故障.異常の見分けかたと処置方法 


修理を依頼される前に調べていただをたいこと 


参修理を依頼される前に下表の内容を確認してください。 

下表のようなげ態は故障ではありません。 


状 態 

説 明 

点 

乂 

消 

乂 

時 

初めて使用するとさ、けむりやにおいび出る。 

燃焼部に付着した油やほこりなどび焼けるためで 
す。 

点火. 消乂時に「キシ三音」びする。 

加熱、冷却時にでる金属の膨張、収縮音です。 

点乂してをすぐ溫風びでない。 

不快な冷風を出さないためであり、ストーブ内部 
び暖まると自動的に出ます。 

初めて使用するとさは、電磁ポンプの振動 
音び大きい。 

ポンプ内に空気び混入しているためです。しばら 
くすると止まります。 

点火. 消乂時に「ポッ」という音びする。 

着火-消乂音です。 

/ vi 、、 

焼 

時 

し 

「カチカチ」時計のよラな音びずる。 

電磁ポンプの運転音です。 

燃焼筒や熱交換器の一部びラす赤く赤熱ず 
る。 

異常ではありません。 

とさどさ黄色い炎びでる。 

異常ではありません。 ^ 
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故障 • 診断チ I ック表 


★この表 W 外に不具合びあるとさは、お買求めの販売店にご相談下さい。 


f\ 現象 

\ 

\ 

\ 

\ 

原因 \ 

運 

転 

ス 

ツ 

チ 

び 

点 

巧 

し 

な 

し） 

点 

乂 

し 

な 

い 

炎 

び 

夫 

を 

< 

な 

ら 

な 

い 

黄 

乂 

で 

を 

元 

る 

使 

用 

中 

室 

内 

び 

に 

お 

ラ 

使 

用 

中 

急 

に 

消 

义 

る 

置 

ム 

居 

油 

に 

じ 

み 

び 

お 

る 

び 

び 

D 

畏 

出 

る 

給 

油 

フ 

ン 

プ 

び 

点 

す 

る 

突 

然 

す 

て 

を 

ン 

系 

消 

X. 

る 

処置方法 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

〇 









〇 

電源プラグをコンセントに 
差し込んでください 

停電した 

〇 





〇 
E - 日 




〇 

停電復帰後点火し直して< 
ださい 

巧震自動消义装置び 
作動した 






〇 

E-5 





再点义操作をして<ださい 

油タンク、油受け、 

油受けざらに水び入 
ってし）る 


〇 

〇 



〇 



〇 


水湿入の灯油をすっかり 
おいて<ださい 

油タンクに灯油び 
ない 


〇 




〇 



〇 


灯油を入れてください 

灯油び給油のとさに 
こぼれた 





〇 


〇 




こぼれた好油をされいに 
兩さとって<ださい 

不良灯油を使用した 


〇 

E-? 

〇 

〇 







販売ちまたは別紙のお客様相 
談窓ロー覽にご相談ください 

省電力機能び作動し 
ました 










〇 

操作部のいずれかのボタンを 
押してくださし、 

(10 ページ参照） 

配線不良びある 

〇 


〇 

〇 


〇 





販売店または別紙のお客様相 
談窓□-覧にご相談ください 

コント□ーラー不良 

〇 

〇 

〇 

〇 


〇 





// 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 





〇 


〇 

〇 



// 

フレーム□ッド不良 






〇 

E-B 





// 

電磁ポンプ不良 


〇 

E-9 

〇 

〇 

〇 

〇 

E-B 





// 

点乂ヒーター不良 


〇 

E-g 









// 

排気筒接続不良 





〇 

E-E0 

1 



1 


排気筒の接続を確認して< 
ださい 

給油ロロ金び間違って 
いる 









〇 


正しい給油□口金を取付け 
てください （9 ページ参照）^ 







デジタ J レ表示(エラー表示)の見方 


★ストーブの運転中に異常び起こり消乂した場合、下記のよラに、デジタル表示部に r エラー表示」 します 
ので処置をして < ださい。 


__エラー 表示 

回囚 

回囚 

一 お Lu 

が [ i ] 
回0 

お[巧 

回回 
回图 
回国 

曰曰 


バー表示点滅 



原’因 処置方法 

参運転中に電源び切れました。 

参タイマー点火待機中に電源び切れ♦電源プラグの差し込みを確認し、再点义操 


ました。 

(停電安全装置び作 動） 

♦点火安全装置び作動しました。 


•巧震自動消乂装置び作動しました。 


♦運転中に消乂しました。 


>ブ□ア モーターび 故障しました。 


♦過熱防止装置び作動しました。 


作をしてください。 


♦原因不明の場合は販売店または別紙のお客 
様相談窓口一覧まで連絡してください。 


参作動した原因を取り除さ、再点火操作をし 
て < ださい。 


♦販売店または別紙のお客様相談窓口一覧ま 
で連絡してください。 


•販売店または別紙のお客様相談窓□一覧ま 
で連絡してください。 


♦本体温度び充分下びるのを待って、フアン 
フィルターを掃除し、再点火操作をして< 
ださし、。 


•バーナーサーミスタび断線しました。♦販売店または別紙のお客様相談窓口一覧ま 
♦ノ（ーナー内に打油びたまりました。で連絡してください。 


♦着义ミスを3回しました。 


>排気筒びはずれました。 


給油ランプの点滅 

♦油タンクの灯油びなくなりました。 


♦販売店または別紙のお客様相談窓口一覧ま 
で連絡してください。 


•排気筒を点検して接続を確認し、再点火操 
作をしてください。 

♦灯油を給油してから再点火操作をしてくだ 
さい。 

♦油受けの掃除をして < ださい。 


»タイマー点火時刻び設定されてい参運転スイッチを「切」にして、タイマー点火 


ません。 

>室温び 36° CiU 上になりました。 

いレームヴーミ!スタの取り付け位置 
びよくありません。 


>室温び一10でし: TF になりました。 
U レームサーミスタの不良、断線、 
または配線抜けです。 


時刻を設定してください。 

U レームサー三スタの取り付け位置を確認し、 
適切な位置に移動させてください。 


>販売店または別紙のお客様相談窓口一覧ま 
で連絡してください。 


全消な 


♦省電力機能び作動しました。 
(10 ぺージ参照） 


•操作部のいずれかのボタンを押して<ださ 
い。 






部品交換のしかた 


不完全な修理はを検です。修理をお受けになる場合は、財団法人日本石油燃焼機器保守協会でおこな 
ラ技術管理講習会修了ち(石油機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨します。 


保管のしかた(長期間使用しない場合） 

♦ストーブを保管する場合は、19ページ 曰常の 点検•手入れの項を参照して、ストーブの手入れを 
してから保管してください。又いたんでいる箇所は修理をしてから保管してください。 

参格納.保管場所は、湿気.火気.高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかをス I ブ 
の上には重量物をのせたり、人び乗ったりしないよラ配慮してください。 

^__ J 

1ス I ブを長期間使用しないで保管するときは、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。 

2 ス I ブを使用する季節が終り格納するときは、油タンク、油受けざら内のな油を市販の給油ポンプ 
等で全部巧を取ってください。 （リページ参照） 

广 --お願い- N 

油タンク、油受けざ5に I 灯油が巧っていると、鐘びたり、巧があいたりする原因になります。 

V _____ J 

3 ス I -ーブや油タンクの表面をふいてください。 

♦固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤でちれを取り、乾いた布で水気をふさ取ってください。 
女シンナ ー 、ベンジンなどでふくのはおやめください。塗装び変色したり、危険です。 

C 本体にほこりがたま5ないよう、適当なカバーをかけてください。 

I - 附属おパ配巧説明書 I • r 工事説明書」-「保証書 J も紛失しないよう同時に保管してください。 


短期間に消耗する部品は特にありませんび、定油面器、燃焼リンク、点乂ヒーター、パッキンなどの 
交換部品び必要な場合は、お買巧めになった販売店にご相談ください。 

★部品交換の際は、必ず純正の補修部品をお使いください。純正の部品し U 外を使用して万一故障や事 
故び発生した場合、当社は責任を負いかねます。 


★分解修理の禁止 

故障、破損したら使用しないでくださし\ 
不完全な修理は、危険です。 


分解禁止 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 
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燃焼 状 態 


操作表示基板 


ブ□ア モーター 


フアン モー ター 


点乂ヒーター 


電源 




茶赤桓黄 


緑青黄 


















アフターサービス 


保証について 


•添付しております保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。記載 
内容をご確認のうえ大切に保管してください。 

女保証期間はお買い上げの曰より1年間でず。 

修理を 依頼ずるとさ 

♦故障.異常の見分けかたと処置ち法(益ページ）に従って、お調べください。直らないとさは、ご使用を 
中止し、必ず電源プラグを抜いてから、お買上げの販売店にご連絡ください。 

参ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名… FF 式石油暖房機(密閉式石油ストーブ） 

③型式の呼び… FF - V 30 DT 

③ お買上げ年月日 

④ 故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ，おところ.電話番号 

♦修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店び修理させていたださ 
ます。 

♦保証期間び過ざているとさは、修理すれば使用でさる場合には、ご希望により有料で修理させていただ 
さます。 

•修理料金は、技術料.部品代，出張斜などで構成されています。 


この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項-ミ主意事項および通常使用に反し 
て使用された場合の故障、事故につきましては、保証いたしません。 


補修用性能部品について I 

★密閉式 ( FF 式)石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造打ち切り後7年です。 

参補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品でず。 


輯居される場合 


•このス トーブは電源周波数5日、6日 Hz とを同一仕様でず。 

★電源周波数の異なった地域への転居でをそのままお使いいただけますび、高地への転居、高地からの転 
居は再調整び必要ですので別紙の I お客様相談 窓□一覧 I までご相談ください。 


f 

/ j \ ま思 

V 

味分解修理の禁止 


- 

故障、破損した5使用しないでください。 

不完全な修理は、危険です。 

の 

分解禁止 

J 


故障-修理の際 の 連絡先 

アフターヴービスについてわか 5 ない 場台は、お買い求めの販売店、または、もよりの [ お客様相談,客 □ 








据付け-移設工事は販売店に依頼ずる 

♦据付けや移設工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 

据付け場所の選定及び標準据付け例 ~ 

♦据付けについては、义災予防を例、電気設備に関する技術基準などの法令の基準びあります。工事説明 
書の r 安全のために必ずお守りください」をお読みになり、販売店又は据付業者とよくご相談してくださ 
い。 

♦標準据付け例については工事説明書を参照してください。 


給排気筒を延長する場合の注意 

•給排気筒を延長する場合は、3 m 3曲がり下で取付け5れる場所を選定してくださし、。 


積雪地区におけるミち; 



参積雪のをい地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさびれないよラな取付場所を選定してください。また、 
風がよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで、不完全燃焼を起こすことがあります。 


据付け後の確認 _ 

♦据付けび終りました5、もう一度、工事説明書の r 安全のために必ずお守りください」をお読みになり、 
工事説明書に記載されているとおり据え付け！5れているかどうかを確認してください。 













就運乾 


♦試運転は、販売店又は据付業者とご一緒に必ずおこなってくださし、。 




油タンクに灯油び充分入っており、油タンク•ス I -- ブ各部に油漏れびないかどラかを確かめてくだ 
さい。 

電源プラグをコンセントに確実に差し込んでください。 




運乾開始手順 

参8ページの. 使う前の準備、 11ページの 使用方法に 従って運転させてください。 

巧期運転時の異常現象 

•開こんして初めて使用したとき、防謂油とか塗料やほこりび乾燥したり、焼けたりすることによっ 
てス I ''•ーブから、約2日分間位煙やにおいび出ることびありますび、ご使用には全く支障はありませ 


3正常運乾の目安 

•正常運転時のノ（ーナーの炎の色は、黄火びとさどさまじる青炎です。 


消乂の手順 


♦16 ページ I 消义 I に従って消火操作をしてください。 




愛情点検1 

★長年ご使用の FF 式ストーブの点検を! 

口 

1 

1 , 

ご使用の際 
このよラなことは 
ありませんか 

♦油ちれする。 

♦点乂しにくい。 

•強いニオイびずる。 

•炎が異常に黄色い。 

参運輯中異常な音びする。 
♦その他の異常•故障がある。 

1 

> 


♦FF 式ストーブの補修用性能部品のお 
有期間は、製造巧ち切り後 7 年です。 



故障や事故防止のため、 

ご使用 

コンセントか！ 5 電源プラ 

中止 

グを巧いて、おず販売店 
に点検-修理をご依頼く 
ださい。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


f 

型 式 

FF-V30DT 

_」 

お買上げ年月日 

L — — _ . 

年月 曰 

お買上げ店名 

(電話番号） ( ) 一 

.. .ノ 


株式会社 1-31- ミ 

本 社 名ち屋市瑞穂区桃園町5番17号〒467-日能己 

TEL 052-822-1144 FAX . 052-822-2742 
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